平成１８年度　都市計画実習 地域施設班 中間発表会 　　　　　　　　　　　　　　 　2006年5月16日

	担当教員：鈴木勉 　TA：渡辺泰弘
「つくば市における保育環境の提案」　　班員：高野哲司 宮城卓也 藤枝範訓 薮本浩平
 久次米泰仁 加藤広征 海老島彩 田上哲寛


1.調査背景・目的-

近年、日本の幼児教育（保育）を取り巻く状況は大きく変容しつつある。少子化、核家族化、女性の社会進出の拡大といった社会状況の変化が、乳幼児を取り巻く環境にも著しい影響を与えており、これに伴い、保護者や地域社会のニーズも多様化している。

また、「三つ子の魂百まで」という諺が示すように、乳幼児期は生涯にわたる人間形成の基礎が培われる極めて重要な時期である。

近年、保育所・幼稚園は乳幼児にとってはじめて集団生活を経験する場、さらには、預かり保育や子育て支援活動など地域における幼児教育・子育て支援センターとしての期待が高まっている。特に、保育所は保育時間が長く、低年齢児の受け入れなど様々な種類の保育サービスを行っており、現代の多様化する保育ニーズに対応している。そのため、これからも保育所への関心が高まっていくと考えられる。
そこで、私たちはつくば市の保育所の現状を把握し、各地域それぞれに合った保育サービスを提案したいと考えた。
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図１：研究のフロー
2.調査方法
１）文献調査
保育所に関する既存研究を調べ、その実態と問題点
を把握する。
２）ヒアリング調査

つくば市こども課へのヒアリング調査を行い、行政側から見たつくば市の保育の状況を知る。また、吾妻保育所・沼田保育所へのヒアリング調査を行い、実際に勤務している方から見た現在の保育状況を知る。

3.実態調査

３．１　つくば市の人口推移

つくば市の人口は増加し続け、今後９年間も増加すると予想される。そして、働く女性の割合と世帯数がともに増加傾向にあるので、育児をしながら働く女性の割合が増加していることが考えられる。よって、これからも保育需要の割合は高くなっていくことが予想される。
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(出典：日本の市区町村別将来推計人口)
図２：茨城県・つくば市の将来人口
3．2 待機児童について
　｢待機児童｣とは、認可保育所への入所希望者数から、実際に認可保育所に入所することができた児童の数を差し引いた数である。

なお、平成13年から待機児童の定義が変更された。

新しい定義は、認可保育所への入所を希望したが入れずに認可外保育所を利用している児童を除外している。
※認可保育所：国が定めた設置基準をクリアして都道府県知事に認可された施設。

大幅な公的資金補助があるため、保育料は比較的安くなっている（月額2～4万円程度）。
原則として、認可保育所はその区市町村に在住・在勤・在学の人が利用できる。
※認可外保育所：国および都の認可・認証を受けていない保育施設。
公的補助はほとんどないので、保育所と同様に利用した場合、月額10～15万円程度の保育料になることがある。
図3よりつくば市における待機児童数は現在約５０人いるが、実際はより多くの待機児童がいると思われる。
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 (出典：つくば市役所こども課)

図３：つくば市の待機児童数
　また、地区ごとに待機児童数を分けると、桜地区と谷田部地区に児童が集中していて待機児童も同じ地区に集中していることがわかる。
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(出典：つくば市役所こども課)

図４：つくば市の地区別待機児童数
３．３　つくば市における保育施設の状況

· 早朝保育・延長保育の時間→桜・谷田部地区ほど、延長保育の時間が長い

· 保育年齢→桜・谷田部地区ほど、保育年齢の幅が広く、低年齢から受け入れている

以上のことから、各地区のニーズに対応したサービスを行っていることがわかる。

３．４　ヒアリング調査

①保育所（吾妻保育所・沼田保育所）
　保育所で得られたデータをまとめると、以下の表のようになる。

＊    入所定員と定員の違い：定員＝施設の大きさと保育士の数によって定められた定員、入所定員＝児童の需要に応じて保育士の数を増減させることによって決めた定員
＊　(利用率)＝(入所児童）÷(定員）×１００
表１：吾妻保育所と沼田保育所との比較

	　
	吾妻保育所
	沼田保育所

	所在地区
	桜地区
	筑波地区

	定員
	１１０名
	１００名

	入所定員
	１１４名
	６２名

	入所児童
	１１２名
	５４名

	利用率
	101.80%
	54%

	利用者数の推移
	増加傾向
	減少傾向

	共働き割合
	93%
	100%

	保育年齢
	６ヶ月～５歳
	６ヶ月～５歳

	早朝保育・延長保育の時間帯
	7:30～19:00
	7:30～19:00から7:45～18:30に短縮

	利用者側の特別保育の要望
	延長保育の需要が高まっている
	現状で十分

	送迎バス
	無
	有（利用者に応じたバスルート）

	独自の取り組み
	出前保育、　交流保育
	交流保育、筑波山道へ散歩
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(出典：つくば市役所こども課)

図５：保育所別の平均利用率

②つくば市役所桜庁舎
· 新設予定→大穂に２つ、谷田部に１つ公立の保育所。

· 幼保一元化の実施状況→現在は実施されていない。

· 民営化の実施状況→２～３年のうちに公立と私立の施設の割合が１対１になるように実施予定。

③その他わかったこと

　・　桜庁舎ではファミリーサポートセンターというサービスを行っていて実績が上がっている

　・　桜庁舎に、「けやき広場」という保育施設がある

・　「けやき広場」と同じような施設を研究学園駅に建設する計画がある。　

　・　民営化に関しては、待機児童が多く定員の充足率が高い保育所が対象になっていくと予想される。

　　
　　

4.今後の予定

ヒアリングの結果、つくば市における待機児童は桜・谷田部地区に集中していることが分かった。今後は、以下のように桜・谷田部地区の保育施設環境の調査を行う。

①桜・谷田部地区の保育所へのアンケート実施

各保育所施設の年齢別入所者数、利用者分布、改善余地（築年数、敷地面積など）、特色を調べることで待機児童が集中している理由を探す。

②桜・谷田部地区の保育所マップ作成

アンケートの内容を踏まえ、保育所の需要を地図上で解明する。また、用途地域との関係性、周辺施設との連帯可能性などを調べる。谷田部、大穂地区での保育所新設が予定されているので、その効果を検証するためにも用いる。

これらのつくばにおいての調査結果や、文献などを参考にし、幼保一元化、保育所民営化、保育所の新設、改築などを切り口に、桜・谷田部地区の待機児童問題を解消するための改善案を提案したい。
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